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にっぽんせいてつ

発売日●4月7日［木］正午～

新型コロナウイルス感染症拡大防止のためのお願い
チケットご購入条件として右のQRコードより内容をご確認ください。

令和4年6月24日金
18時30分開演［17時45分開場］
料金（税込）●全席指定：5,000円　
 ：2,500円 ※本紙掲載の料金のほか、所定の手数料がかかります。手数料はお支払い・お受取り方法により異なります。

※会場販売の当日券は、5,500円、　　3,000円です。（各種割引の適用外）
※　　は公演当日に29歳以下の方を対象とする優待料金です。詳しくは紀尾井ホールウェブサイトをご覧ください。
※出演者・曲目は予告なく変更となる場合があります。予めご了承ください。
※小学生のご鑑賞には保護者（成人）のご同伴をお願いします。※乳幼児等未就学のお客様のご同伴・ご入場はご遠慮ください。
※車椅子でご鑑賞をご希望の方はメール（webticket@kioi-hall.or.jp）にてお申込みください。

◎チケットぴあ https://t.pia.jp ［Pコード211440］ 4月7日(木)正午～

チケットお取扱い
◎紀尾井ホールウェブチケット https://kio iha l l . jp/t ickets
操作方法については、ヘルプデスク0570-550-372（火～土：12時～16時）へお問い合わせください。

セブンイレブン店頭でもご購入いただけます。店舗に設置のマルチコピー機からチケットをお申し込みください。
レジでのお支払い後、チケットをお受け取りいただけます。

※不測の事態で公演中止となる可能性がございます。その場合はWebサイトにてお知らせいた
します。公演中止の場合に限り、チケットご購入者に券面表示金額にて払戻しいたします。
手数料等の払戻しはございません。予めご了承ください。

野川美穂子

大江幸若舞保存会

岡村慎太郎 菊央雄司

土佐左助　平家物語絵巻　巻第11（上）　那須与一（二）（部分）
画像提供：林原美術館 /DNPartcom
土佐左助　平家物語絵巻　巻第11（上）　那須与一（二）（部分）
画像提供：林原美術館 /DNPartcom
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し
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香
川
県
高
松
市
の
北
東
部
分
に
あ
る
屋
島
が
舞
台
と
な
り
、

様
々
な
名
場
面
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

那
須
与
一
の
扇
の
的
討
ち
も
大
変
有
名
な
伝
説
と
し
て

様
々
な
形
で
残
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
一
つ
の
幸
若
舞
は

現
在
、
福
岡
県
み
や
ま
市
に
の
み
伝
わ
る

国
指
定
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
で
す
。

13
年
ぶ
り
に
東
京
で
見
ら
れ
る

ま
た
と
な
い
機
会
を
お
見
逃
し
無
く
。 2

0
2
0
年
度
延
期
公
演



●四ツ谷駅 （JR線・丸の内線・南北線）麹町口徒歩6分 
●麹町駅 2番出口 （有楽町線）徒歩8分 
●赤坂見附駅 D出口 (銀座線・丸の内線）徒歩8分 
●永田町駅 7番出口 (半蔵門線・有楽町線）徒歩8分

最寄駅

紀尾井ホール5F

［主催］公益財団法人  日本製鉄文化財団
 〒102-0094  千代田区紀尾井町6番5号
  https://kioihall.jp/
  TEL.03-5276-4500（代表）

にっぽんせいてつ

紀尾井ホールにご支援いただいている企業および個人の方々です
■紀尾井サポートシステム会員 (五十音順・｢株式会社｣等表記及び敬称略)
《特別協賛会員》
Ａ.ランゲ＆ゾーネ／日鉄ソリューションズ／三菱商事／三菱地所
《みやび会員》 
伊藤忠商事／大島造船所／ＫＤＤＩ／商船三井／菅原／住友商事／日本郵船／丸紅／三井住友銀行／三井物産／三井不動産／
三菱商事／三菱地所／メタルワン　ほか匿名２社
《ひびき会員》 
オカムラ／きらぼし銀行／高砂熱学工業／竹中工務店／山下設計
《みどり会員》 
青鬼運送／赤坂維新號／赤坂 エクセルホテル東急／今治造船／ヴォートル／エーケーディ／ＮＴＴドコモ／荏原冷熱システム／
鹿島建設／ザ・キャピトルホテル 東急／三協／清水建設／上智大学／西武プロパティーズ／大成建設／千代田商事／
テェイスト･ライフ／東芝ライテック／永田音響設計／ニュー・オータニ／ハウス食品グループ本社／パナソニック／
富士フイルムビジネスイノベーションジャパン／三井住友信託銀行／三菱ＵＦＪ銀行／三菱ＵＦＪ信託銀行／
三菱ＵＦＪモルガン・スタンレー証券／ミュージション／明治座舞台／ヤマハサウンドシステム／有帆／ワークショップ２１
《あおい会員》
青木陽介／淺見恵／足立友子／石崎智代／磯部治生／井上善雄／植竹浩樹／大垣尚司／太田清史／大武和夫／片山能輔／
加藤巻恵／栗山信子／河野紗妃／佐久間庸行／佐部いく子／清水 正／清水多美子／清水康子／白土英明／鈴木 亮／高下謹壱／
武上由佳／田中 進／外山雄三／中塚一雄／中西達郎／中村健司／西村剋美／原田清朗／北條哲也／堀川将史／牧本惠美子／
松枝 力／松本美恵／簑輪永世／宮原 薫／宮本信幸／陸田 実／村上喜代次／持留宗一郎／八木一夫／八木晶子／山内寿実／
吉峯裕毅　　ほか匿名26名　計153口 (2022年2月1日現在)

紀尾井みらいシート
が始まります

無料
ご招待席

紀尾井ホール・日本製鉄文化財団では若い世代の方に生演奏の感動を
体験いただくための「紀尾井みらいシート」を設けました。小学生か
ら高校生の皆さんを主催公演にご招待いたします。
対　　象：小学1年生から高校3年生（保護者とのペア）
　　　　　　※ただし、高校生は保護者の承諾書提示で本人のみの申込も可

募集期間：4月7日（木）正午～5月24日（火）正午
当選通知：4月25日（水）夕方以降
応募方法：https://kioihall.jp/kioimiraiseat
　　　　　上記のURLを直接入力いただくか、
　　　　　右のQRコードからお進みください。　 
　　　　　 　※応募多数の場合は抽選となります。
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沖
で
は
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家
が
船
べ
り
を
叩
い
て
感
嘆
し
︑
陸
で
は
源
氏
が
矢

を
入
れ
る
え
び
ら
を
叩
い
て
︑
そ
の
武
勇
を
称
え
る
の
で
し
た
︒

大
江
幸
若
舞
保
存
会
（
お
お
え
こ
う
わ
か
ま
い
ほ
ぞ
ん
か
い
）

福
岡
県
み
や
ま
市
瀬
高
町
大
江
に
伝
わ
る
大
頭
流
幸
若
舞
は
今
日
ま
で
伝

承
さ
れ
た
唯
一
の
幸
若
舞
と
し
て
昭
和
五
十
一
年
国
指
定
重
要
無
形
民
俗

文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
毎
年
一
月
二
十
日
大
江
天
満
神
社
舞
堂
で

演
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。
幸
若
舞
は
室
町
初
期
の
頃
、
武
士
道
鼓
吹
の
舞
曲

と
し
て
始
ま
り
、
足
利
時
代
よ
り
信
長
、
秀
吉
を
は
じ
め
徳
川
幕
府
の
初

期
ま
で
幾
多
の
武
将
に
愛
好
さ
れ
、
ま
た
諸
国
大
名
に
よ
っ
て
奨
励
さ
れ

た
た
め
、
大
い
に
隆
盛
を
極
め
ま
し
た
。
大
頭
流
の
舞
曲
は
全
部
で
四
十

二
番
あ
り
『
平
家
物
語
』『
源
平
盛
衰
記
』『
義
経
記
』『
曽
我
物
語
』
な
ど

が
題
材
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
ま
で
舞
わ
れ
る
も
の
は
、復
曲
し
た
「
敦

盛
」
を
加
え
た
九
曲
と
な
っ
て
い
ま
す
。

菊
央
雄
司
（
き
く
お
う 

ゆ
う
じ
）

昭
和
五
十
二
年
大
阪
府
生
ま
れ
。
地
歌
箏
曲
家
。
人
間
国
宝
故
菊
原
初
子

の
後
継
者
・
菊
原
光
治
に
師
事
。
平
成
十
四
年
か
ら
文
化
庁
の
新
進
芸
術

家
国
内
研
修
員
と
し
て
今
井
勉
か
ら
平
家
の
指
導
を
受
け
る
。
長
谷
検
校

記
念
全
国
邦
楽
コ
ン
ク
ー
ル
最
優
秀
賞
、
大
阪
舞
台
芸
術
新
人
賞
、
大
阪

文
化
祭
奨
励
賞
、
日
本
伝
統
文
化
振
興
財
団
賞
な
ど
を
受
賞
。
平
家
語
り

研
究
会
会
員
。

岡
村
慎
太
郎
（
お
か
む
ら 

し
ん
た
ろ
う
）

東
京
藝
術
大
学
音
楽
学
部
邦
楽
科
卒
業
。
平
成
九
年
同
大
学
大
学
院
音
楽

研
究
科
修
了
。
平
成
十
一
年
Ｎ
Ｈ
Ｋ
邦
楽
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
合
格
。
同
年

第
六
回
賢
順
記
念
箏
曲
コ
ン
ク
ー
ル
奨
励
賞
受
賞
。
同
二
十
八
年
長
谷
検

校
記
念
第
二
十
二
回
全
国
邦
楽
コ
ン
ク
ー
ル
最
優
秀
賞
受
賞
。

　
野
川
美
穂
子
（
の
が
わ 

み
ほ
こ
）

東
京
藝
術
大
学
、
法
政
大
学
、
東
海
大
学
ほ
か
非
常
勤
講
師
。
地
歌
・
箏

曲
を
中
心
に
日
本
音
楽
を
研
究
。
著
書『
地
歌
に
お
け
る
曲
種
の
生
成
』（
第

一
書
房
、平
成
十
八
年
）。
共
著
『
日
本
の
伝
統
芸
能
講
座
音
楽
』（
淡
交
社
、

平
成
二
十
年
）、『
ま
る
ご
と
三
味
線
の
本
』（
青
弓
社
、平
成
二
十
一
年
）、『
地

歌
・
箏
曲
の
世
界 

い
ま
甦
る
初
代
富
山
清
琴
の
芸
談
』（
勉
誠
出
版
、
平

成
二
十
三
年
）
な
ど
。

い
っ
そ
う

か
な
め

た
ん




